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   ～毎月 10 日は人権を考える日～ 

自分事と差別意識（「人権問題に関する市民意識調査」より） 

 

                          

右記の結果は、「土地差別」についてのものです。４４                   ま 

％の方が「まったく気にしない」または「どちらかと 

いえば避けない」と回答しています。また、２２％の 

方が「どちらかといえば避ける」と回答しています。 

差別は「する側」の問題であり、差別をする人がいな 

ければ、差別は起きないのです。しかし、差別をするこ 

とに対していろいろ理由をつけて、「差別することはいけ 

ないけれど仕方がない」とか「〇〇なので、差別する」と 

いったことが言われることがあります。これを、「差別を 

正当化する」と言います。 

本来「差別をする理由」など全くないのです。それで 

も、「〇〇は、昔から□□と言われているから」と理由をつけるのです。「それ、本当ですか？」と尋ね

ると、正しく答えられないのです。なぜなら、すべて「根拠がないこと」、すべて「偏見」であること、

すべて「事実でないことで、伝えられてきたこと」などを、正しいと考えている場合がほとんどだと思

われます。 

偏見：あるものに対する偏ったものの見方や考え方。この見方や考え方に「嫌い」「不安」「敵意」 

  「軽蔑」といった感情が加わる。 

        

偏見をなくすためにはどうすればい 

いのでしょうか。 

まず、自分を冷静にしかも客観的に 

振り返り、他人事ではなく自分事とし 

て受け止める（または、「相手と自分 

をおき換え頭の中で想像してみる）こと 

が大切です。そして、自分の中に差別 

する意識（心）があることを認めるこ 

とにより、すべて「偏見」「根拠のない 

いこと」「事実でないこと」であること 

が分かってくると思います。 

 そんなことで、人を差別したり、人 

の心を傷つけたりしているとわかって 

くるでしょう。  

西条市人権教育協議会 西条市人権擁護課 

講演会では、講師の先生が、自分が被差別部落出身者である
ことを告げたうえで、自らが受けた差別についてしっかりとし
た口調で語っていました。それはわたしの予想していた内容と
は全く違うものでした。  

（中略）  

講師の先生の話にすっかり引き込まれたわたしは「すごいな
あ」と憧れのような感情を抱いていました。すると講師の先生
が「ぼくのふるさとをすてきだなあって思ってくれた人？」と
言うのでわたしは迷わず手を挙げ周りを見ると、多くの人が同
じように感じていたのでした。すると講師の先生が言うので
す。「じゃあ、ぼくのふるさとに住んでみる？」。わたしは頭
の中が真っ白になり、何も考えられずにいると、講師の先生は
優しくゆっくりと語り始めました。「みんなが、結婚差別に怒
りを覚えたり、ぼくのふるさとをすてきだと感じてくれたこと
は本当にうれしい。でも、自分が住むってなった瞬間、自分事
として考えたんだよね。大事なのは、ここだよ」と、胸に手を
当てるのでした。     

引用元：（シリーズじんけん No.531「自分の中にある差
別心」大分市人権教育推進課 より抜粋） 

 

ア まったく気にしない 

216人 28％ 

イ どちらかといえ 

ば避けない 

 117人 16％ 

エ 避けると思う 

  61人 8％ 

ウ どちらかといえば 

避ける 170人 22％ 

オ わからない  

180人 25％ 

（問２５）家を購入したり、マンションを借りたりするなど、住宅を選ぶとき、価格や立地条件などが希望通り

であっても、被差別部落の地域内の条件の場合、避けることがあると思いますか。 

(「令和６年度人権問題に関する意識調査」から) 


